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　　◎

到達目標 本科目では解剖学・生理学・生化学・薬理学・栄養学等の科目を理解するための生物学・化学の基礎知識と考
え方を習得することを目標とする。

授業概要 前半は正常な人体の機能維持の要となる神経系、循環器系、内分泌系の解剖生理の基礎を、後半は遺伝および
各種栄養素の代謝の基礎を学習する。

授業計画 1 授業内容
授業形態：対面
学習課題：生物の最小機能単位、細胞
学習内容：細胞の働き、細胞膜、細胞内小器官
備考：堀江

2 授業内容
授業形態：対面
学習課題：神経系の構造と情報伝達
学習内容：神経細胞の構造、中枢神経と末梢神経
備考：堀江

3 授業内容
授業形態：対面
学習課題：体液のしくみと働き
学習内容：人体の構成成分、電解質
備考：堀江

4 授業内容
授業形態：対面
学習課題：血管系とリンパ系
学習内容：体循環と肺循環、血液とリンパ
備考：堀江

5 授業内容
授業形態：対面
学習課題：内分泌系
学習内容：ホルモンと内分泌腺
備考：堀江

6 授業内容
授業形態：対面
学習課題：免疫系のしくみ
学習内容：自然免疫、獲得免疫、抗体
備考：堀江

7 授業内容
授業形態：対面
学習課題：酸と塩基
学習内容：酸・塩基の定義、pH
備考：葛城

8 授業内容
授業形態：対面
学習課題：溶液の濃度
学習内容：質量パーセント濃度、モル濃度
備考：葛城



授業形態：対面
学習課題：溶液の濃度
学習内容：質量パーセント濃度、モル濃度
備考：葛城

9 授業内容
授業形態：対面
学習課題：遺伝情報を担うDNA
学習内容：DNAの構造、遺伝子、染色体
備考：葛城

10 授業内容
授業形態：対面
学習課題：遺伝と遺伝性疾患のしくみ
学習内容：遺伝子型と表現型、遺伝子変異
備考：葛城

11 授業内容
授業形態：対面
学習課題：代謝総論①
学習内容：化学エネルギーの代謝、ATP
備考：葛城

12 授業内容
授業形態：対面
学習課題：代謝総論②
学習内容：活性化エネルギーと酵素、酵素の特徴
備考：葛城

13 授業内容
授業形態：対面
学習課題：糖質の代謝
学習内容：コリ回路、ペントースリン酸回路
備考：葛城

14 授業内容
授業形態：対面
学習課題：脂質の代謝
学習内容：脂質の合成・貯蔵、β酸化
備考：葛城

15 授業内容
授業形態：対面
学習課題：タンパク質・アミノ酸の代謝
学習内容：アミノ酸合成、尿素回路
備考：葛城

事前・事後学習 事前学習：各授業回で学習する内容について、必携図書および配布資料に目を通して予習する。
事後学習：各授業回で学習した内容を復習する。

評価方法、評価基
準

試験 100%：定期試験として、達成度を最終的に評価する。

必携図書 なし。

参考図書・資料等 適宜紹介する。

受講、課題、資料
配布等のルール

授業中の私語を禁止します。

教員からのメッ
セージ

本科目では医学系必修科目である形態機能学、臨床栄養学、臨床生化学、臨床薬理学を学ぶための初歩につい
て学習します。予習・復習を継続して内容の理解に努めるとともに、自学自習の習慣を身につけることを期待
しています。

オフィスアワー


